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Ⅰ はじめに 
2015 年以降，団塊の世代が 65 歳以上となり高齢
者が社会の中の大きな集団であるという認識は高齢
化率が 25％を超える超高齢社会という認識により




















































































































































































































 内閣府が 2014 年に行った「農山漁村に関する世
論調査」によれば，農山漁村への定住願望がある（「あ
る」及び「どちらかというとある」の合計）と回答






















































































厚生労働省は，『未来投資戦略 2018 ― 「Society 
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2020 年 3 月，農林水産省は新しい農業基本計画
をまとめた。農業就業者の数は 164 万人で年間 5 万
人程度減少し，5 年前の基本計画策定時の予想では
2025 年に 30 万人とみていた 50 歳未満の農業就業
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者はすでに 26.8 万人にまで減少している。また同じ







就業者を 140 万人，農地を 414 万 ha，最低限確保
する」旨を示している。 
しかしながら，60 歳代以降の農業就業者は 120.5
万人（2019 年）と突出しており，上述の 50 歳未満
26.8 万人に，50 歳代の 16.7 万人を合計した，60 歳
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